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平成 ２８年５月３０日 

 平成２８年５月３０日（月）に，大雨等の緊急時に備えることを目的に，バイパス水路設置訓練を実施しました。 

 バイパス水路とは，大雨等で流入水量が増加した際に使用し，施設の水処理能力を越えないよう調整する役

目を担っています。これまでもバイパス水路を使用せざるを得ない状況に至ったことが度々ありました。 

 こうした状況に対処するため，円滑にバイパス水路が設置できるよう，毎年設置訓練を実施しています。 

 

 訓練の参加者は，宮城県中南部下水道事務所及びみやぎ流域下水道施設管理運営共同事業体の方々です。 


